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論文の要旨 
 

本研究はエッジシティとして表されてきた国

道周辺に広がる風景に対して、そのもうひとつ

の側面を、エスノグラフィによって物語ってい

くものである。エッジシティはどこをみても同

じような大型商業施設が立ち並ぶ街並みであ

る。立地条件によって地域性が変化するが、資

本主義をもとにした社会の発展の代名詞ともい

えるものである。 

その中でも物流システムの一環として期待さ

れてきた国道１６号線に着目して研究を行っ

た。国道とは国が管理するもので、日本社会に

より良い効果をもたらすと期待されるものであ

る。しかし同時に、国道の風景はとても辺鄙で

つまらないものであるという見方がある。関連

する写真を見る限りでの感想としても、特徴的

な印象はなく、通常、いろいろな回答を得られ

ることは期待できないと言っても過言ではない

だろう。 

本卒業論文の研究内容としては、国道 16 号線

を実際に自動車で走り、滞在し、利用者にイン

タビューし、コミュニケーションをとっていっ

た。その結果、31 人からお話を伺い、ひとりの

ロングインタビューも行うことができた。 

実際に自動車で走る調査は２回行った。１回

目の調査ではその感想は変わることなく、とて

もつまらなく、疲労感を感じる道という印象で

あった。しかし、２回目の調査では、１回目と

違いかなり変化があった。２回目調査前に 16 号

線利用者にインタビューをおこなっており、そ

のことから国道 16 号線に対する見方も変わって

いたと考えられる。２回目の走行においては、

国道 16 号線には多くの思い出や経験が蔓延って

いて、人それぞれの色彩や空間の面白みがある

ように感じられた。 

日本の大都市東京、特にその中心部、繁華街

では、多くの情報が処理が間に合わないほどに

流れ、私たちを刺激して、ときには倦怠感をか

んじてしまうほどである。それに対して、郊外

ではその情報が非常に少ない。ただ長く、東京

を覆い尽くすようにつくられた道が国道 16 号線

である。ただ目的のために通る通過点でしかな

い。その通過点は私たちから見ると、場所とし

ての認識はなく、非場所的な存在であるように

思える。 

しかし、非場所はたくさんの人が住まい行き

かう中で場所化されていく。16 号線が通る郊外

は一見非場所的な存在であるように認識されて

いるかもしれないが、そこにはたくさんの経験

がはびこっていた。さらに、情報が少ない郊外

では、その中で行われる出来事がより鮮明に記

憶されていることが分かった。 

ある女子大学生へのインタビューが印象的で

あった。それは、彼女の過去の恋愛話であっ

た。はじめ、彼女の物語に出てくる 16 号線は特

徴的な場所ではなく、何もなく辺鄙な場所であ

った。しかし、その場所で流れていく物語に感

動を受けた。それまでは何もないと感じられて

いた場所が、一瞬でとても初々しい場所である

ような気持ちになった。 

この論文のスタート時点での 16 号線は、調べ

ても論文を読んでも、特に変化はなく何もなく

辺鄙な場所でしかなかった。非場所が場所とし
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て認識されることはなかった。これからの郊外

について、社会学において語られるべきこと

は、そこを通りすぎ流れていく人たちの歴史や

経験や思い出なのかもしれない。 

本研究において、インタビュー対象となった

人たちが語ってくれたことは、研究に良い影響

を与えてくれるものとなった。 

流通システムとしてかなりの期待が為される

国道 16 号線はアクアラインの開発によってさら

にその期待を向上させている。しかしこのアク

アラインについても、物流だけでなく、夜景を

見に来るなどの人も多い。その一人一人の中

に、そこはひとつの貴重な場所として記憶され

ているはずである。国道 16 号線周辺に広がる郊

外もまた、ひとつの貴重な場所であり、この一

本の道はその経験をつなぐ一本の道でもある。 
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